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こんなことが決まりました

補正後の一般会計予算総額… 292億3,729万1千円
補正額…………………………………  8,729万1千円 増額

令和８年度一般会計補正予算

コミュニティ助成事業費補助金
170万円

ハウス等整備事業費	 450万9千円

雪舟の郷記念館管理運営事業費
816万1千円

へき地における看護師の特定行為
研修推進事業費	 1,007万7千円

社会教育施設等整備事業費
1,595万3千円

島根かみあり国スポ・全スポ推進
事業費	  144万1千円

総 務 費

農 林 水 産 業 費

教 育 費

衛 生 費

教 育 費

教 育 費

　６月定例会では、令和８年度益田市一般会計補正予算のほか、条例の一部改正議案、一般議案などについて慎
重な審議をした結果、原案どおり可決・承認となりました。ここでは主な補正内容についてお知らせします。

自主防災組織に対する
防災備品の整備等コミュ
ニティ助成事業に係る
経費

物価上昇による事業費の見直し等に伴う増額

10月３日のリニュー
アルオープンに向け
た会計年度任用職員

（学芸員等）の任用に
係る経費の増額等

「離島・へき地における
看護師の特定行為研修
推進モデル事業」の実施
者としての選定に伴う
事業実施に係る経費

二条地区拠点整備事業
（二条公民館機能の桂平
小学校への移転）に係
る経費

サイクルロードレース
の安全対策として、種
村大橋（石見西部広域
農道）へのフェンス設
置工事による増額

Talk  about

MASUDA
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 賛否の分かれた議案

議案
番号 件　　　　　　名 審議

結果
賛　
成

反　
対

佐
々
木　
惠
二

須
藤　
一
二
三

豊
田　
　
　
浩

永
戸　
　
明
美

阿
知
波　
武
雄

平
原　
　
祐
一

齋
藤　
　
勝
廣

河
本　
　
　
亮

高
橋　
　
伴
典

中
島　
　
賢
治

大
賀　
　
満
成

河
野　
　
利
文

安
達　
美
津
子

中
島　
　
　
守

林　
　
　
卓
雄

大
久
保　
五
郎

福
原　
　
宗
男

寺
井　
　
良
徳

久
保　
　
正
典

市長提出議案
報第５号 専決処分の報告について 承認 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

（棄権、除斥があった場合も含みます。）

〇：賛成　●：反対　欠：欠席　棄：棄権　除：除斥
　※ 議長（佐々木　惠二）は採決に加わりませんが、可否同数となったときは、議長が裁決します。
★ 除斥とは★　議会における審議を公正なものとするため、議題となった案件と利害関係にある議員をその審議に参加できないようにするこ
とです。

第575回6月定例会 議案等の審議結果

 出席議員全員が賛成（反対）した議案
（全会一致で、議案は「可決」、報告案件は「承認」、人事案
件は「同意」、請願案件は「採択」、陳情案件は「不採択」と
されました。）

議案番号 件　　　　　　　名
市長提出議案

報第４号 専決処分の報告について
議第41号 益田市印鑑条例及び益田市手数料条例の一部を改正する条例制定について
議第42号 益田市職員給与に関する条例の一部を改正する条例制定について

議第43号
益田市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一
部を改正する条例制定について

議第44号 益田市予防接種事故災害補償条例の一部を改正する条例制定について
議第45号 益田市都市公園条例の一部を改正する条例制定について
議第46号 益田市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
議第47号 令和８年度益田市一般会計補正予算第１号
議第48号 令和８年度益田市下水道事業会計補正予算第１号
議第49号 市道路線の認定について
議第50号 益田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
議第51号 固定資産評価員の選任について
議第52号 農業委員会委員の任命について

議員提出議案
議第53号 地方財政の充実・強化に関する意見書について

請願・陳情
請願第１号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について
陳情第１号 公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保について
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一
質

般
問

市政のここが知りたい

一般質問とは、議員が市の行財政全般について、市と政策討論するものです。
令和８年６月定例会では、11名の議員が登壇しました。
一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し掲載しています。詳細については次の方法よりご覧ください。
●インターネット
　・一般質問の様子の録画中継を、全会期日程終了の約１週間後から配信しています。
　・会議録は定例会終了約３か月後から閲覧できます。
●会議録（冊子）
　・議会事務局、美都・匹見各分庁舎、各公民館、図書館でご覧いただけます。
　　なお、６月定例会の会議録は９月に発行予定です。
●二次元コード
　・各議員名の下の二次元コードからスマートフォンなどで質問者の動画がご覧いただけます。

益田市議会

問
今
年
度
に
入
り
、
ク
マ
の
出
没
情

報
が
相
次
ぎ
、
市
民
の
不
安
の
声
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
目
撃
件
数
は
。

答
令
和
８
年
５
月
末
時
点
で
ク
マ
の

目
撃
件
数
は
１
１
６
件
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
度
同
時
期
比
で
約
３
倍
と
な
っ
て

い
る
。

問
鳥
獣
被
害
対
策
か
ら
、
命
を
守
る

た
め
の
危
機
管
理
対
策
と
し
て
の
全
庁

的
な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
人
身
事
故
の
発
生
ま
た
は
、
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
危
機
管
理
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
は
立
ち
上
が
っ
て
い
な

い
。

問
早
急
に
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
通
学
路
の
見
守
り
活
動

を
し
て
い
る
人
の
装
備
品
の
充
実
は
。

答
必
要
な
防
護
装
備
に
つ
い
て
、
全

市
的
に
統
一
し
た
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

問
各
校
区
の
通
学
路
の
緊
急
点
検
を

実
施
し
、
ク
マ
出
没
箇
所
の
緩
衝
帯
整

備
な
ど
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
通
学
路
に
お
け
る
対
策
は
、
こ
れ

ま
で
の
対
応
に
合
わ
せ
、
効
果
的
な
対

応
、
対
策
と
し
て
何
が
可
能
な
の
か
関

係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ク
マ
の
目
撃
件
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

令
和
８
年
５
月
末
時
点
で
、
目
撃
件
数
は
１
１
６
件

昨
年
度
同
時
期
比
で
約
３
倍
と
な
っ
て
い
る

問
答

センサーカメラに写ったクマ

個 人 質 問

河
こう

野
の
 利

とし
文
ふみ

議員
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個 人 質 問
問
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
進
む
中
、
農
業
者
が
将
来
に
わ

た
り
安
心
し
て
、
営
農
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
促
進

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

農
業
資
材
や
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
、
経
営
維
持
を
優
先
せ
ざ
る
を
得

ず
、
加
入
が
進
ま
な
い
現
状
も
あ
る
。

当
市
に
お
け
る
農
業
者
年
金
の
加
入
状

況
と
、
若
手
農
業
者
の
加
入
実
態
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
加
入

促
進
に
向
け
た
市
独
自
の
支
援
策
を
検

討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
現
在
、
当
市
の
農
業
者
年
金
加
入

者
数
は
31
名
で
、
直
近
３
年
間
の
新
規

加
入
者
数
は
、
令
和
５
年
度
が
１
名
、

令
和
６
年
度
が
１
名
、
令
和
７
年
度
は

０
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
加
入
者

問
令
和
５
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
ど
も

基
本
法
第
11
条
で
は「
国
及
び
地
方
公

共
団
体
は
、
こ
ど
も
施
策
を
策
定
し
、

実
施
し
、
及
び
評
価
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
当
該
こ
ど
も
施
策
の
対
象
と
な
る

こ
ど
も
又
は
こ
ど
も
を
養
育
す
る
者
そ

の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
ど
も

施
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
解
釈
し

て
い
る
か
。

答
こ
ど
も
や
若
者
の
健
や
か
な
成
長

や
生
活
に
関
わ
る
施
策
全
般
を
示
す
と

認
識
し
て
い
る
。
福
祉
・
教
育
に
と
ど

ま
ら
ず
、
公
園
や
居
場
所
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
交
通

安
全
な
ど
、
生
活
や
権
利
に
影
響
を
及

ぼ
す
施
策
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ

て
意
見
聴
取
や
意
見
反
映
の
対
象
に
な

31
名
の
う
ち
40
歳
未
満
の
若
手
農
業
者

は
８
名
で
あ
る
。
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
戸
別
訪

問
や
、
広
報
活
動
を
通
じ
て
加
入
促
進

に
取
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
国
庫
補

助
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
引
き
続
き
積
極
的
な
周
知
活
動
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
他
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
情
報
収
集
と
研
究

を
進
め
て
い
く
。

る
と
考
え
る
。

問
行
政
部
署
全
て
に
お
い
て
、
そ
の

理
念
を
共
通
理
解
と
す
る
必
要
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
こ
ど
も
の
意
見
聴
取
、

政
策
へ
の
反
映
を
行
う
の
か
。

答
法
の
理
念
や
趣
旨
を
踏
ま
え
、
こ

ど
も
の
権
利
及
び
最
善
の
利
益
を
尊
重

す
る
視
点
の
下
、
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

な
ど
、
施
策
の
内
容
や
影
響
の
程
度
、

こ
ど
も
の
年
齢
や
発
達
段
階
等
を
考
慮

し
、
施
策
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
方

法
に
よ
り
実
施
す
る
。
聴
取
し
た
意
見

は
施
策
を
所
管
す
る
担
当
課
に
お
い
て

そ
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
施
策
の

企
画
立
案
や
事
業
実
施
の
検
討
に
活
か

し
て
い
く
。

農
業
者
年
金
加
入
に
向
け
て
の
支
援
を
問
う

こ
ど
も
の
意
見
聴
取
、
政
策
へ
の
反
映
は

他
自
治
体
を
参
考
に
し
な
が
ら

情
報
収
集
と
研
究
を
進
め
て
い
く

年
齢
等
を
考
慮
の
う
え
意
見
聴
取
し
、

企
画
立
案
や
事
業
実
施
に
活
か
す

問

問

答

答

豊
とよ

田
た
　浩
ひろし

議員

平
ひら

原
はら

 祐
ゆう

一
いち

議員

出典：こども若者★いけんぷらす
（こども家庭庁）
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個 人 質 問
問
市
民
へ
の
災
害
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
気
象
庁
の
新
し
い
防
災
気
象
情
報

が
発
表
さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
や
避
難
情

報
な
ど
も
刷
新
さ
れ
た
。
市
民
の
理
解

促
進
に
つ
い
て
問
う
。

答
安
心
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
市
民
一
人
一
人
に
よ
る
防
災
気
象

情
報
の
正
確
な
理
解
が
不
可
欠
と
な

る
。
新
し
い
防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど

周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
当
市
と
し

て
も
、
さ
ら
な
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
広
報
へ
の
情
報
掲
載
や
、
各

地
区
で
開
催
さ
れ
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
等

で
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
安

心
メ
ー
ル
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
、

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
熱
中
症
対

策
つ
い
て
、
給
水
・
暑
熱
対
策
場
所
が

問
「
選
ば
れ
る
ま
ち
益
田
」に
つ
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
単
な
る
寄
附
制
度
で

な
く
、
当
市
の
魅
力
を
発
信
し
地
域
産

業
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
制
度

と
考
え
る
。
令
和
７
年
度
の
当
市
の
ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
寄
附
額
が
減
少

し
て
い
る
要
因
を
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
は
令
和
５
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
令
和
７
年
度
は

１
億
６
６
４
１
万
２
５
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
要
因
と
し
て
、
全
国
的
な
物

価
高
騰
の
影
響
か
ら
寄
附
者
が
嗜
好
品

よ
り
も
生
活
必
需
品
を
選
択
す
る
傾
向

に
あ
り
、
主
力
商
品
の
牛
肉
に
お
い
て

も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
影
響
を
う

け
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
情

報
発
信
や
価
格
も
含
め
、
自
治
体
間
の

競
争
が
過
熱
し
て
い
る
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
民
に
協

力
を
仰
ぐ
な
ど
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
か
。

答
現
在
、
給
水
や
避
難
場
所
と
し
て

設
定
し
て
い
る
場
所
は
な
い
が
、
助
け

を
求
め
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
有
益
で

あ
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
と
し
て

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
を
、
警
察

を
中
心
に
指
定
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

通
学
に
時
間
を
要
す
る
場
合
、
あ
ら
か

じ
め
そ
う
い
う
家
に
お
願
い
を
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
。

問
当
市
へ
の
寄
附
金
額
か
ら
、
当
市

か
ら
他
市
へ
の
寄
附
金
額
や
市
外
事
業

者
へ
の
事
務
委
託
経
費
な
ど
を
差
し
引

い
た
実
質
的
な
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

答
令
和
７
年
度
の
当
市
へ
の
寄
附
額

は
約
１
億
６
６
０
０
万
円
。
一
方
、

当
市
か
ら
他
市
へ
の
寄
附
金
額
は
約

１
億
３
３
０
０
万
円
で
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
へ
の
手
数
料
な
ど
市
外
企
業
に
支

払
っ
た
経
費
が
約
３
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
実
質
的
な
効
果
額
は
約

２
０
０
万
円
と
な
る
。

気
象
庁
の
新
し
い
防
災
気
象
情
報
の
周
知
は

令
和
７
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
減
少
要
因
は

市
民
の
理
解
促
進
の
た
め
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
等
で

説
明
を
行
っ
て
い
る

嗜
好
品
よ
り
も
生
活
必
需
品
を
選
択
す
る
傾
向
や

競
争
の
過
熱
も
影
響
し
て
い
る

問

問

答

答

高
たか

橋
はし

 伴
とも

典
のり

議員

新しい防災気象情報体系とその名称

ふるさとづくり寄附金〜お礼の品カタログ〜

大
おお

賀
が
 満

みつ
成
なり

議員
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個 人 質 問
問
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
通
信
技
術
分
野

を
中
心
に
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
県
は
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

の
整
備
方
針
を
示
し
た
。
地
域
の
活
力

創
出
や
産
業
振
興
へ
結
実
さ
せ
る
た

め
、
当
市
で
も
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
機
運
醸
成
の
た
め
に
市
民
が
Ａ
Ｉ

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

常
設
施
設
な
ど
を
整
備
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
こ
れ
ま
で
夏
・
冬
休
み
に
開
催
す

る
工
作
教
室
で
は
、
児
童
生
徒
が
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
き
た
。
短
期
大
学
校
開
設
に
向

け
、
地
域
全
体
の
機
運
醸
成
は
市
の
役

割
で
あ
る
た
め
、
市
内
在
住
の
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
と
も
協
議
を
重
ね
な

問
人
材
育
成
と
い
う
点
で
魅
力
あ
る

環
境
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
状

の
取
組
と
今
後
の
展
望
を
問
う
。

答
今
後
と
も
、
採
用
か
ら
育
成
に
至

る
一
貫
し
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
職
員
が
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
、
選
ば
れ
る
職

場
づ
く
り
に
取
組
む
。

問
リ
ン
パ
浮
腫
も
含
め
が
ん
に
罹
患

し
た
際
、
体
の
心
配
や
メ
ン
タ
ル
面
で

の
相
談
な
ど
、
不
安
が
少
し
で
も
解
消

し
安
心
に
つ
な
が
る
場
所
等
の
周
知
は

あ
る
の
か
。

答
市
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
、
が
ん
治
療
後
の
後
遺
症

や
予
防
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
不

安
解
消
や
適
切
な
医
療
に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

が
ら
、
市
民
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
気
軽

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
施
設
予
約
に
つ

い
て
、
検
討
・
調
査
・
導
入
の
方
針
が

示
さ
れ
た
。
現
時
点
で
の
対
象
施
設
の

選
定
や
検
討
状
況
を
問
う
。

答
市
が
直
接
管
理
す
る
施
設
の
ほ
か
、

一
部
委
託
、
指
定
管
理
者
に
よ
り
運
営

さ
れ
る
施
設
な
ど
が
あ
り
、
受
付
や
予

約
方
法
も
施
設
ご
と
に
異
な
る
。
ま
ず

は
対
象
施
設
の
調
査
か
ら
開
始
し
、
他

市
の
事
例
も
研
究
し
な
が
ら
、
利
用
状

況
等
を
踏
ま
え
、
導
入
効
果
や
運
用
面

の
整
理
が
で
き
た
も
の
か
ら
、
順
次
導

入
を
目
指
す
。

問
小
中
学
校
、
特
に
中
学
校
で
本
格

的
に
始
ま
る
英
語
の
授
業
の
時
に
、
子

ど
も
た
ち
の
誰
も
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
て「
英
会
話
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」の
導
入
は
ど
う
か
。

答
今
年
度
、
英
語
科
の
希
望
す
る
教

職
員
を
募
り
確
か
な
学
力
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
英
語
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
分
析
等
、

子
ど
も
主
体
の
授
業
改
善
の
試
み
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
や
効
果

に
つ
い
て
今
後
チ
ー
ム
の
中
で
ぜ
ひ
話

題
に
し
て
み
た
い
。

短
期
大
学
校
整
備
に
向
け
た
対
応
を
問
う

庁
内
の
人
材
育
成
・
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
問
う

機
運
醸
成
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
触
れ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
検
討
す
る

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
、

選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り
に
取
組
む

問

問

答

答

西部高等技術校を活用し
令和11年度の開校を目指す

須
す
藤
とう

 一
ひ
二
ふ
三
み

議員

永
なが

戸
と
 明

あけ
美
み

議員
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個 人 質 問
問
当
市
は
地
域
の
大
部
分
を
森
林
が

占
め
る
全
国
的
に
も
有
数
の
森
林
資
源

を
有
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
豊
富

な
資
源
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
。
森
林
振
興
の
現
状
と
課
題

を
問
う
。

答
当
市
は
豊
か
な
森
林
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
保
育
対
象
人
工
林
を
適
切
に
間

伐
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
課
題
は

森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
不
在
化
が
進

む
こ
と
で
、
林
地
に
お
け
る
境
界
の
不

明
瞭
化
が
進
み
、
適
切
な
森
林
管
理
が

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
森
林
、
林
業
を

担
う
人
材
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
と
認

識
す
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
実
施
し
た
い
。

問
林
業
や
木
材
産
業
を
主
要
産
業
に

す
る
た
め
の
戦
略
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

問
地
区
別
地
域
づ
く
り
体
制
構
築
の

た
め
の
協
働
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
内

会
議
、
お
よ
び
地
域
自
治
組
織
の
関
係

者
と
の
中
山
間
地
域
振
興
基
本
計
画
に

関
す
る
取
組
会
議
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

答
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
づ
く
り

を
円
滑
に
進
め
る
体
制
を
地
域
自
ら
が

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
各
地
区
に
お
け
る
議
論
に

し
っ
か
り
と
行
政
が
伴
走
し
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
職
員
が
地

域
自
治
組
織
に
関
わ
る
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

状
況
に
応
じ
て
関
係
課
で
構
成
す
る
協

働
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
内
会
議
を
開

催
し
対
応
を
検
討
す
る
体
制
を
構
築
し

た
。
ま
た
中
山
間
地
域
振
興
基
本
計
画

の
重
点
戦
略
の
推
進
に
あ
た
り
地
域
自

答
林
業
を
稼
げ
る
産
業
へ
と
発
展
さ

せ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
最
優
先
課

題
と
位
置
づ
け
、
業
務
効
率
の
改
革
改

善
を
目
指
す
。
ま
た
、
川
崎
市
林
業
関

係
者
と
の
交
流
を
始
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
林
業
全
体
の
生
産
性
向
上
と
持
続

的
な
成
長
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
木
材

に
関
わ
る
関
係
者
に
よ
る
新
た
な
協
議

体
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
置
に
向
け
、
木

材
協
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
多
角

的
な
取
組
を
通
じ
て
林
業
が
持
続
的
に

発
展
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

治
組
織
の
役
員
を
は
じ
め
関
係
者
と
計

画
に
関
す
る
取
組
会
議
を
開
催
し
、
地

域
の
現
状
の
共
有
を
図
り
進
捗
管
理
や

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
ま
す

ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

地
域
課
題
に
対
し
、
住
民
に
も
し
っ
か

り
考
え
る
環
境
を
整
え
、
行
政
も
伴
走

し
て
い
く
こ
と
で
人
口
が
減
っ
た
と
し

て
も
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
中
山
間
地
域
の
実
現
を
目
指
し
た

い
。

森
林
振
興
の
現
状
と
課
題
を
問
う

地
域
自
治
組
織
へ
の
支
援
体
制
を
問
う

所
有
者
の
高
齢
化
や
不
在
化
、
境
界
の
不
明
瞭
化
、

人
材
育
成
が
課
題

深
刻
化
す
る
地
域
課
題
に
対
し
て
環
境
を
整
え
、

行
政
も
伴
走
す
る

問

問

答

答

市職員参加の役員会

齋
さい

藤
とう

 勝
かつ

廣
ひろ

議員

島根県木材協会益田支部との意見交換会

河
かわ

本
もと

　亮
あきら

議員
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個 人 質 問
問
連
日
の
よ
う
に
ク
マ
の
出
没
が
全

国
的
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
人
口
５０
万

人
の
都
市
で
あ
る
宇
都
宮
市
で
も
、
小

中
学
校
が
３
日
間
休
校
に
な
る
事
態
が

発
生
し
て
い
る
異
常
事
態
だ
。
い
ろ
い

ろ
な
人
が
分
析
し
て
い
る
が
、
高
度
経

済
成
長
期
に
多
く
の
若
者
が
都
会
へ
行

き
、
都
市
部
で
は
過
密
、
地
方
で
は
過

疎
が
う
ま
れ
、
都
市
部
で
の
住
宅
確
保

の
た
め
全
国
の
山
林
が
伐
採
さ
れ
た
結

果
、
奥
山
に
多
く
あ
っ
た
ク
マ
の
エ
サ

と
な
る
樹
木
が
杉
や
檜
に
植
替
え
ら
れ
、

ク
マ
の
棲
み
家
が
奪
わ
れ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
人
間
が

作
っ
た
自
然
災
害
だ
。
ど
う
分
析
し
て

い
る
か
。

答
西
中
国
山
地
の
ク
マ
の
生
息
数
は

減
少
傾
向
だ
が
、
森
林
で
の
人
間
の
活

動
の
減
少
や
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に

よ
り
ク
マ
の
利
用
で
き
る
空
間
が
拡
大

し
た
こ
と
や
、
放
任
果
樹
や
農
作
物
残

渣
で
ク
マ
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
目
撃
件

数
も
増
加
し
た
と
考
え
る
。

問
保
護
動
物
だ
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
講

習
・
研
修
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
捕
獲
者
確
保
及
び
育
成
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
狩
猟
免
許
取
得
補
助
制

度
を
拡
充
し
、
新
た
な
わ
な
猟
免
許
取

得
に
補
助
事
業
を
創
設
し
た
。

問
登
下
校
時
対
策
を
問
う
。

答
目
撃
時
の
情
報
共
有
と
合
わ
せ
、

要
望
に
応
じ
た
熊
鈴
の
配
布
、
教
職
員

が
携
帯
す
る
熊
ス
プ
レ
ー
の
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

頻
発
す
る
ク
マ
の
出
没
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か

ナ
フ
サ
不
足
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
業
者
に
支
援
を

生
息
数
は
減
少
傾
向
だ
が
、
放
任
果
樹
や
農
作
物
残
渣
に
よ
り
、

目
撃
が
増
え
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く

問

問

答

答

福
ふく

原
はら

 宗
むね

男
お

議員

問
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ン
を
攻
撃
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖

さ
れ
、
影
響
と
し
て
原
油
高
騰
や
多
様

な
工
業
製
品
の
原
料
と
な
る
ナ
フ
サ
の

安
定
供
給
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

　
市
内
業
者
か
ら「
仕
事
は
あ
っ
て
も

資
材
不
足
か
ら
仕
事
が
で
き
な
い
」食

料
品
の
加
工
業
者
か
ら
は「
商
品
を
包

装
す
る
ビ
ニ
ー
ル
容
器
が
な
い
た
め
、

出
荷
を
停
止
し
て
い
る
」な
ど
の
声
を

聞
く
。
こ
う
し
た
業
者
に
対
し
て
支
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
影
響
の
大
き
さ
に
危
機
感
を
持
ち

つ
つ
、
当
面
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
商

工
団
体
等
と
連
携
し
て
、
市
内
の
経
済

活
動
の
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
・
県
の
支
援
に
よ
る
効
果
等
を
見
据

え
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
支

援
策
を
迅
速
に
講
じ
て
い
く
。

問
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金
を
活
用

し
、
不
足
と
な
る
部
分
は
一
般
財
源
か

ら
支
出
し
、
小
学
校
の
学
校
給
食
が
無

償
化
と
な
っ
た
。
一
方
で
は
不
登
校
児

等
給
食
を
喫
食
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

児
童
へ
の
対
応
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
児
童
に
対
し
て
給
食
費
相
当

分
の
給
付
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
喫
食
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
児
童
の
把
握
や
他
市
の

状
況
を
調
査
し
、
課
題
等
整
理
し
て
い

き
た
い
。

捕獲履歴のあるクマ

安
あ
達
だち

 美
み
津
つ
子
こ

議員
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地
域
自
治
組
織
の
円
滑
な
運
営
及
び

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

交
付
し
て
い
る
益
田
市
ま
ち
づ
く
り
活

動
特
別
補
助
金
に
つ
い
て
、
５
月
21
日

に
第
１
回
目
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
特
別

補
助
事
業
審
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

申
請
の
あ
っ
た
事
業
の
審
査
を
行
い
、

５
件
に
つ
い
て
交
付
決
定
さ
れ
た
。
第

２
回
目
の
審
査
委
員
会
は
今
秋
開
催
予

定
。

問
今
回
交
付
決
定
と
な
っ
た
５
件
に

つ
い
て
、
事
業
が
効
果
的
な
も
の
と
な

る
よ
う
円
滑
な
実
施
に
向
け
伴
走
を
行

う
と
し
て
い
る
。
地
域
の
相
談
も
受
け

止
め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答
地
域
振
興
課
の
職
員
が
担
当
す
る

地
区
の
会
議
等
に
出
席
し
て
い
る
の

で
、
ま
ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
。
活
動

特
別
補
助
金
の
活
用
な
ど
、
必
要
に
応

じ
て
伴
走
し
て
い
き
た
い
。

問
今
年
度
か
ら
内
容
が
変
わ
り
、ハ
ー

ド
事
業
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
事
業
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方

で
、
上
限
１
０
０
万
円
の
中
で
年
度
内

に
複
数
回
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
が
、
今
年
度
か
ら
は
１
回
の
み
の
申

請
と
な
っ
た
。
年
度
途
中
で
追
加
申
請

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

答
申
請
を
検
討
す
る
地
区
に
お
い
て
、

年
度
当
初
の
時
点
で
し
っ
か
り
と
案
を

練
っ
て
も
ら
い
、
活
動
特
別
補
助
金
の

活
用
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
た
め
、
今

回
の
内
容
変
更
と
し
た
。

　
年
度
途
中
で
の
変
更
は
難
し
い
が
、

各
地
区
の
状
況
等
、
調
査
を
行
い
検
証

し
て
い
き
た
い
。

　
物
価
高
の
長
期
化
に
よ
る
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、
政
府
の
「
物
価
高
対
応
子
育

て
応
援
手
当
」
２
万
円
に
加
え
、
国
の

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
当
市
独
自

の
上
乗
せ
１
万
円
を
行
い
、
こ
ど
も
１

人
に
つ
き
３
万
円
を
支
給
す
る
。ま
た
、

益
田
市
へ
の
転
入
に
よ
る
、
令
和
７
年

10
月
以
降
の
新
た
な
児
童
手
当
支
給
対

象
者
の
支
給
額
は
１
万
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
対
象
年
齢
は
。

答
児
童
手
当
と
同
じ
く
０
歳
か
ら
高

校
生
年
代
ま
で
の
子
ど
も
で
、
18
歳
ま

で
を
対
象
と
す
る
。

問
こ
の
物
価
高
対
策
に
つ
い
て
、
当

市
で
は
ど
の
程
度
の
利
用
や
反
響
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
事
業
の
効
果
や
市

民
の
評
価
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
把
握

し
て
い
る
か
。

答
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
申
請
に
来
た

市
民
か
ら
は
「
と
て
も
助
か
る
」
と

い
っ
た
声
を
も
ら
っ
て
い
る
。
物
価

高
騰
が
続
く
中
、
家
計
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
支
援
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。　

　
当
市
と
益
田
商
工
会
議
所
、
益
田
市

医
師
会
が
発
起
人
と
な
り
、
当
市
に
お

け
る
持
続
可
能
な
生
活
基
盤
の
構
築
と

経
済
・
産
業
・
教
育
・
医
療
・
介
護
な

ど
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
地
域
モ
デ
ル

の
創
出
を
図
る
た
め
「
ミ
ラ
イ
創
生
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

問
役
割
分
担
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
３
者
の
明
確
な
役
割
分
担
は
設
け

て
い
な
い
が
、
案
件
ご
と
に
３
者
で
協

議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

総
務
文
教
委
員
会

福
祉
環
境
委
員
会

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
等
の
実
施
状
況

『
ま
ち
づ
く
り
活
動
特
別
補
助
金
』交
付
決
定
さ
れ
る

各委員会で審査した結果を
抜粋して掲載します。常任委員会　審査結果

活動特別補助金活用の一例
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導
入
の
目
的
は
、
衛
星
デ
ー
タ
地
形

情
報
、
管
路
情
報
な
ど
を
統
合
し
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
解
析
を
行
う
本
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
漏
水
す
る
リ
ス
ク

の
高
い
箇
所
を
効
率
的
に
把
握
し
、
漏

水
調
査
の
高
度
化
、
効
率
化
を
図
る
こ

と
で
あ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

こ
と
で
漏
水
リ
ス
ク
を
5
段
階
で
可
視

化
し
、
リ
ス
ク
の
高
い
箇
所
を
優
先
的

に
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
効

率
的
な
漏
水
修
繕
を
進
め
、
水
道
事
業

経
営
の
安
定
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
も
期
待
し
て

い
る
。

問
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
は
ど
う
か
。

答
全
国
で
50
以
上
の
自
治
体
で
導
入

実
績
が
あ
り
、
漏
水
調
査
の
効
率
化
等

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
報
告
が
さ

れ
て
い
る
。

　
当
市
発
注
公
共
工
事
か
ら
発
生
す
る

残
土
処
分
場
を
整
備
す
る
予
定
で
あ

る
。
用
地
は
本
俣
賀
町
地
内
の
休
耕
地

約
１・
２
ha
を
無
償
で
借
地
し
整
備
す

る
も
の
と
し
て
、
地
元
関
係
者
と
の
基

本
的
な
合
意
に
至
っ
た
。
今
後
の
予
定

は
、
用
地
測
量
業
務
等
を
発
注
し
用
地

境
界
の
確
認
作
業
を
進
め
て
い
く
。
並

行
し
て
、
盛
土
規
制
法
お
よ
び
農
地
法

等
の
法
的
手
続
も
進
め
て
い
く
予
定
と

し
て
い
る
。

問
盛
土
の
容
量
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
予
定
が
あ

る
の
か
。

答
現
地
盤
か
ら
約
２
ｍ
程
度
の
盛
土

を
想
定
し
て
い
る
。
約
２
４
，０
０
０

㎥
を
受
入
可
能
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
事

業
終
了
後
に
農
地
と
し
て
返
却
す
る
も

の
と
し
て
考
え
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
た
水
道
管
の
漏
水
リ
ス
ク
診
断
シ
ス
テ
ム

問
へ
き
地
に
お
け
る
看
護
師
の
特
定

行
為
研
修
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
今
年

度
何
名
が
研
修
を
受
け
る
予
定
か
。
ま

た
、
こ
の
事
業
は
将
来
的
な
遠
隔
診
療

へ
の
対
応
を
見
据
え
た
も
の
な
の
か
。

答
1
名
が
１
年
間
の
研
修
を
受
講
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は

遠
隔
診
療
に
限
ら
ず
、
離
島
・
へ
き
地

に
お
け
る
在
宅
医
療
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る
。
医
師
不
足
の
進
行
す
る
地
域
に
お

い
て
、
看
護
師
が
訪
問
診
療
等
に
出
か

け
た
際
に
必
要
な
技
術
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
主
眼
と
し
た
研
修
で
あ
る
。

◇
◇
生
活
保
護
費
◇
◇

問
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
踏
ま
え
た

生
活
保
護
費
の
追
加
給
付
に
つ
い
て
、

現
在
給
付
を
受
け
て
い
る
市
民
は
、
申

請
を
し
な
く
て
も
自
動
的
に
支
給
さ
れ

る
が
、
生
活
保
護
廃
止
世
帯
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
自
ら
が
追

加
給
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。し
か
し
、実
際
に
廃
止
世
帯
に
な
っ

た
市
民
の
中
に
は
、
追
加
給
付
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
人
も

い
る
。
廃
止
世
帯
に
向
け
て
の
周
知
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
こ
れ
か
ら
国
が
各
自
治
体
へ
ポ
ス

タ
ー
と
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
ま
だ
把
握
で

き
て
い
な
い
。

　
現
在
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
早
く
知

ら
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
島
根
県
に
要
請

し
て
い
る
。
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

事
前
に
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
検
討

で
き
る
。そ
の
上
で
、広
報
や
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
告
知
端
末
放
送
な
ど
を
通

じ
て
対
象
の
世
帯
に
伝
わ
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

へ
き
地
に
お
け
る
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
推
進
事
業

常任委員会　審査結果

経
済
建
設
委
員
会

一
般
会
計
予
算
審
査
委
員
会

漏水している水道管
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議 会 の 活 動
　４月～6月までの議会（議員）の活動の一部を掲載します。また、議長は議会の代表として総会などにも
出席しています。※定例会・臨時会・委員会・調査会は除きます。

各種会議・催し物（出席者）

4／  7㈫
街頭における交通安全キャンペーン（議長）
令和８年度 春季島根県市議会議長会定期総会（正副議長）

4／17㈮ 第19回萩・石見空港マラソン全国大会 実行委員会第１回総会（総務文教委員長）

4／23㈭
第158回中国市議会議長会定期総会（正副議長）
萩・石見空港の利用拡大に係るPR活動（萩・石見空港対策特別委員）

4／27㈪ 令和８年度石見四市議会議長会（春季）（正副議長）
5／  1㈮ 山陰自動車道（安来～益田）建設促進期成同盟会 令和８年度定期総会（議長）
5／  7㈭ 令和８年度 病院勤務医師支援事業並びに赴任医師歓迎事業（福祉環境正副委員長）
5／18㈪ 令和８年度山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会総会（議長）
5／20㈬ 令和８年度主要地方道吉賀匹見線改良整備促進期成同盟会総会 （議長、経済建設委員長）
5／26㈫ 地元選出国会議員と島根県市議会議長会との意見交換会（議長）
5／27㈬ 全国市議会議長会第102回定期総会（議長）
5／28㈭ 令和８年度島根県への要望活動（議長）
6／  1㈪ 令和８年度萩・石見空港利用拡大促進協議会総会（正副議長、各議員）

6／  2㈫ 矢原川ダム建設促進期成同盟会、浜田益田間主要地方道改良促進同盟会令和８年度総会（議長、
経済建設正副委員長）

6／22㈪ 益田川左岸南部地区土地区画整理組合要望（正副議長、経済建設正副委員長）
6／27㈯ 豊川拠点整備事業竣工式（正副議長、総務文教委員）

街頭における
交通安全キャンペーン

全国市議会議長会
第102回定期総会

萩・石見空港の
利用拡大に係るPR活動

豊川拠点整備事業竣工式

4 7
火

5 27
水

4 23
木

6 27
土
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「森の国・木の街」づくり宣言を軸に
協会　いろいろな課題や要望はあるが、一番にお願いしたいのは、こ
の宣言を市・議会・業界が十分に受け止め、どう具体化していくかと
いうこと。私たちも一緒になって『木の街益田』を盛り上げていきたい。
ぜひこの宣言を掲げて進めてほしい。

QQ担い手は確保できているの？
委員　当市の林業に就く若い人はどのくらいいるのか。
協会　確保には苦慮しているが、20代が多い企業や、女性が活躍し
ている企業もある。社員からの紹介や高校への働きかけが効果的である。
一方で、人手不足を補う省力化機械の導入が欠かせず、設備投資の補
助制度の創設をお願いしたい。

QQ林業のイメージを変えるには？
委員　林業はきつい・危険というイメージがあるが、若い担い手がいると聞き、安心した。
協会　木を切る仕事を『格好いい』と感じる若者も増えている。安全対策を徹底し、機械化で働きやすい
環境を整えることで、魅力ある産業として発信していきたい。

QQ山の境界調査は難しいの？
委員　山林の境界が不明な箇所が多いと聞くが、現状はいかがか。
協会　従来の地籍調査のやり方では100年かかるとも言われ、県内の地籍調査は全国で最も遅れている。
所有者が分からず、伐採に踏み込めないこともあり、航空レーザー測量を活用した早期の調査をお願いしたい。

　島根県木材協会益田支部（以下、協会）の皆さんをお招きし、経済建設委員（以下、委員）と林業・林産業につ
いての意見交換会を開催しました。現場の実情に基づいた活発な意見が交わされました。その内容の一部をご紹
介します。

　令和８年５月31日、益田市駅前通りにて「ゆかた益田まつり～あの頃のわく
わくを次の世代へ～」が盛大に開催されました。今年は熱中症対策として８月
から５月開催に変更され、多くの方が来場し、会場は活気に満ち溢れていました。
　メインイベントの益田音頭パレードには、有志で集まった議員が参加し、市
役所から駅前通りまで、多くの団体の皆さまとともに益田音頭に合わせて練り
歩きました。沿道からの温かいご声援に励まされ、市民の皆さまと直接触れ合
う貴重な時間となりました。また、パレードを通じ、改めて地域とのつながり
の大切さを感じました。ご声援をくださった皆さま、ありがとうございました。

　はじめに、協会から地域の現状が示されました。県全体の木材生産機能を持つ森林の約６割が高津川流域に集
中し、製材品の出荷量も県全体の約６割を占めています。林業・林産業は合わせて約50億円規模の地場産業であり、
地域経済を支える大切な存在であることが改めて確認されました。

地域を支える林業・林産業

　協会が最も強く訴えたのは、当市が本年掲げた「森の国・木の街」づくり宣言への期待でした。宣言を市民に身
近なものとして発信することが、産業のイメージ向上にもつながると期待が寄せられました。
　また、被害が深刻化するクマへの対策や、地域材を使った公共建築物が少ない現状にも触れ、「市民の皆さんが『こ
れは地元の木だ』と分かる形で、もっと地域材を活用してほしい」との要望が出されました。
　いただいた貴重なご意見は、今後の議員間討議に生かし、積極的に政策提言へとつなげ、地域の宝である森林
を未来へ引き継ぐため、議会は林業・林産業の発展を応援してまいります。

委員から

林業・林産業の未来を語る～島根県木材協会益田支部との意見交換会～

ゆかた益田ゆかた益田
まつりへの参加まつりへの参加

議員の
活動報告
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益田市手話言語条例（令和２年４月１日施行）

一般質問手話通訳の新たな取組
～開かれた議会への一歩！益田市議会の新たな挑戦～

　益田市議会では、市民の皆さまに、より身近に議会を感じられ、誰もが参加できる開かれた議会でありたいという願い　益田市議会では、市民の皆さまに、より身近に議会を感じられ、誰もが参加できる開かれた議会でありたいという願い
のもと、希望があった場合、一般質問での手話通訳者を配置していました。のもと、希望があった場合、一般質問での手話通訳者を配置していました。
　本年6月定例会の一般質問から、事前申し込みなしで手話通訳者を配置する新たな試みをスタートしました。聴覚に障
がいのある方も、より分かりやすく議員の質問や答弁の内容をご理解いただけるようになりました。現在は、手話通訳者
の確保や事前の準備に時間を要するため、１定例会あたり一般質問者３名分に限定してのスタートとなります。
　この取組は、益田市が掲げる「益田市手話言語条例」の理念を具体的に推進するものです。この新たな試みを通じて、
市民の皆さまの手話への関心を高め、将来的な手話通訳者の育成・確保にも繋げていきたいと考えています。そして、最
終的には障がいの有無に関わらず、すべての市民が基本的人権を有する個人として尊重され、互いに支え合い、安心して
暮らせる共生社会の実現を目指します。
　なお、議会の一般質問の様子は「ひとまろビジョン」で生放送されています。今回の手話通訳付きの一般質問についても、
手話と共に議員の質問や答弁を視聴することが可能です。

　一般質問傍聴のため事前
の申し込みがあった場合、
手話通訳者を配置。

　手話通訳の申し込みの有無に関わらず、議会側が手話
通訳者を配置。　
※本年度は1定例会あたり一般質問者3人（初日の1か
ら3番目の一般質問者）、年４回実施予定。

これ
まで

これ
から

手話が言語であるとの認識に基づき、手話による意志疎通や情報の取得ができる環境を整備するこ
とにより、障がいの有無に関わらず、基本的人権を有する個人として尊重される社会の実現を図る。目　的

全ての市民が人格と個性を尊重し合い、心豊かに共生する地域社会を実現すること。
手話はろう者にとっては日常生活・社会生活を営む上で重要な独自の言語であること。
ろう者が持つ手話による意志疎通を円滑に図る権利は尊重されなければならないこと。

基本
理念

基本理念にのっとり、手話に対する理解の促進・手話の普及に努め、手話による意志疎通を円滑に
図ることができる権利を整備するために必要な施策を実施する。

市の
責務

基本理念について理解を深め、手話に関する市の施策に協力するよう努める。市民の
役割

基本理念について理解を深め、市の施策に協力し、従事者に対する研修その他必要な措置を講ずる
よう努める。

事業者
の役割
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請願・陳情審議結果　６月定例会受理分

議案番号 件　　　　　　名 提　　出　　者 審議結果

請願第１号
地方財政の充実・強化に関する意見書の
提出について

益田市職員労働組合
執行委員長　田原　孝次

採択

陳情第１号

公立中学校における平和教育及び校外学
習の政治的中立性と安全確保について

学校教育の中立性と透明性を守る
島根県民の会

提出者代表　中岡　弘　外１名

不採択

　平和教育においては、戦争の悲惨さや平和の尊さを学ぶ上で、重要な教育活動で
ある一方、公立中学校をはじめとする教育現場においてはその政治的中立性の確保
が求められる。また、修学旅行をはじめとする校外学習では生徒の安全を最優先で
確保することが必要である点においては陳情の趣旨は十分に理解できるものである。
その一方で、今般の事故を受けて文部科学省はすでに全国の教育委員会等へ安全確
保の徹底や教育活動としての適切な計画・実施を求める通知を発出している。その
ため市としての更なる対応を求める必要はないと考え、本件については、不採択と
決した。

 みなさんからの請願・陳情審議結果

行 政 視 察 受 入 状 況
　令和７年度は、全国各地の自治体から７件の視察を受け入れ、当市の魅力的な施策や先進的な取組、
議会の活動に関心が寄せられました。当市の優れた点を発信するとともに、視察を通じて、他の自治体
からも学びを得る貴重な機会となっています。

月　日 都　市　名 調　査　項　目

1   7月29日㈫ 長崎県長崎市議会 議会活性化の取組状況について

2   8月21日㈭ 島根県松江市議会
益田市差別のない人権尊重のまちづくり条例に
ついて

3 10月16日㈭ 茨城県日立市議会
「ひとが育ち輝くまち益田」　中高生を巻き込ん
だ地域づくりについて

4 11月11日㈫ 香川県多度津町議会 移住定住施策について

5 11月17日㈪ 北海道音更町議会 ライフキャリア教育について

6   1月28日㈬ 北海道室蘭市議会
①地域自治組織による地域づくりについて
②窓口改革（書かない窓口）の取組について

7   2月  4日㈬ 東京都あきる野市議会 益田市自治体DX推進事業について
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（ひとまろビジョン）
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元
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思
い
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す
。

（
豊
田
　
浩
）

次回定例会の予定は、８月28日㈮〜９月18日㈮です。
なお、正式決定は８月中旬の議会運営委員会で行います。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局  ☎ 31-0490
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定例会・臨時会
　どちらも放映
　生放送（111ch）▲

一般質問
　再放送（112ch）

議会は、どなたでも見たり聞い
たりできます。詳しくは、議会
事務局へお問い合わせください。

次回定例会の予定議会を傍聴しませんか？

①益田市でコーディネーターになったきっかけは？
森本：10年前に東京から津和野町に移住し、自然体験活動の企
画運営を続けてきました。イベントだけでなく、日常の暮らしの
中での学びや育ちの場づくりにも関わりたいと思っていた時に、
先輩コーディネーターとの出会いがあり応募しました。
伊藤：大学のゼミの実習で益田市の方々と活動した際、その温か
さに深く触れ、「この人たちと一緒に生活してみたい、こんな人
を育てるコミュニティづくりに関わってみたい」と思ったことがきっ
かけです。

②現在はどんな活動をしていますか？
森本：公民館やつろうて子育て協議会、放課後児童クラブと連携しながら、夏休みや秋休み、放課後の体験
交流企画の準備や立ち上げに取組んでいます。地域の人と子どもたちが関わる機会を増やし、学校での学び
と地域の活動をつなぐことで、地域と学校が一体となって匹見の豊かな学びと育ちの場をつくれるよう取組
んでいます。
伊藤：まずは地域の方々や学校の先生、子どもたちとの関係性を築くことからスタートしました。現在は、
子どもも大人も学びがあり、新しい人とのつながりが生まれ、誰もが楽しめる場づくりに取組んでいます。

③益田市の印象は？
森本：ひとづくりに力を入れる仕組みが整っていて、全国的に見ても特色ある地域だと思います。対話やつ
ながりを大切にしながら、地域をより良くしようと主体的に行動している人が多いことも魅力だと感じてい
ます。
伊藤：初対面でも温かく迎え入れてくれて、誰かがやりたいと思った活動に積極的に協力して、一緒に楽し
んでいる方であふれている印象です。

④コミュニティスクールについてどう思いますか？
森本：地域と学校が協働して、子どもたちの学びや育ちを豊かにしていくための大切な仕組みだと思います。
制度だけでなく、関わる人同士が対話を重ねながら一緒につくっていくことが大切だと感じています。
伊藤：益田市のコミュニティスクールは、学校が地域の人と子どもたちの出会いの場として機能しており、
そのおかげで子どもたちが安心して地域での活動に一歩踏み出せるようになっていると感じます。

⑤今後の夢を教えてください。
森本：一人ひとりの「やってみたい」を応援し合える文化を広げていきたいです。匹見でも学校や地域の皆さんと一緒に「やってみたい」を形に
しながら、「関わる人みんながハッピーに」なる機会をたくさんつくっていきます。
伊藤：私が活動している益田地区をいろんな人の「やりたい！」であふれる町にしたいです。その活動を、地域の子どもも大人も学びを感じられたり、
人とのつながりによって心が満たされたりするものにコーディネートしていくことが私の役割だと感じています。

伊藤 大河
益田小学校コーディネーター
福島県出身
令和８年３月に移住。

森本 貴満
匹見小中学校コーディネーター
東京都出身
平成29年４月に津和野町に移
住、令和６年４月より益田市の
コーディネーター事業を受託。

活動の様子

今回は、ふるさと・ひとつなぎコーディネーター
森
もり

本
もと

 貴
たか

満
みつ

さん・伊
い

藤
とう

 大
たい

河
が

さんにお話を伺いました！
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